
（1）　第４０３号

校
生
活
の
思
い
出
を
語
り
、
大
切
な
友
人

と
の
出
会
い
は
、「
小
さ
な
奇
跡
」
で
あ

り
「
縁
」
を
感
じ
て
い
る
と
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
大
学
受
験
を
通
し
て
、
先
生
方
や

両
親
の
支
え
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
友

人
と
励
ま
し
合
い
夢
を
か
な
え
る
喜
び
を

実
感
し
、
夢
を
た
め
ら
い
な
く
追
い
求
め

続
け
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
幸
せ
な
こ

と
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
後
、
卒
業
生

は
列
席
者
の
大
き
な
拍
手
に
見
送
ら
れ
な

が
ら
、
思
い
出
深
い
学
び
舎
を
あ
と
に
し

た
。

平成３１年３月１１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４０３

　

春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
快
晴
の
３
月

２
日
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
、
保
護
者

の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
第
110
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
本
年
度
は

卒
業
生
171
名
の
代
表
と
し
て
篠
原
健
甫
君

に
水
谷
厚
志
学
校
長
よ
り
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。

　

式
辞
の
中
で
学
校
長
は
、
卒
業
生
の
様

々
な
分
野
で
の
輝
か
し
い
功
績
を
称
え
る

と
と
も
に
、
学
校
を
出
て
か
ら
が
本
当
の

勉
強
で
あ
り
、
実
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

の
知
識
や
技
術
、
広
い
見
識
は
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
学
び
、
身
に
付
け
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
ぶ
心
を
忘
れ
ず
、
絶
え
ず
知
性
を
磨
き
、

良
識
と
キ
ャ
リ
ア
を
高
め
な
が
ら
、
自
分

の
幸
せ
を
築
い
て
い
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、

い
か
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、『
礼
節
』

や
『
公
徳
心
』、『
和
の
心
』
と
い
っ
た
日
本

人
の
美
徳
や
気
概
を
失
う
こ
と
な
く
、
そ

れ
を
誇
り
と
し
て
発
揮
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
と
激
励
の

言
葉
を
贈
っ
た
。

　

続
い
て
理
事
長
は
、
人
に
要
求
す
る
よ

り
は
自
分
自
身
に
要
求
で
き
る
強
い
人
に

な
っ
て
欲
し
い
。
世
界
が
ど
う
な
ろ
う
と
、

み
な
さ
ん
が
家
庭
を
持
っ
た
時
に
は
、
配

偶
者
と
子
供
を
大
切
に
し
、
仲
の
よ
い
明

る
い
家
庭
を
築
い
て
く
だ
さ
い
と
、
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
福
田
珠
希
さ
ん

は
、
文
化
祭
や
部
活
動
な
ど
３
年
間
の
高

平
成
三
十
年
度  

出
雲
北
陵
高
等
学
校

第
一
一
〇
回  
卒
業
証
書
授
与
式

３
月
２
日

本
校
体
育
館

平
成
三
十
年
度  

出
雲
北
陵
高
等
学
校

第
一
一
〇
回  
卒
業
証
書
授
与
式

３
月
２
日

本
校
体
育
館

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

伊
藤
美
心（
3-6 

北陵
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

（
な
ぎ
な
た
部　

優
秀
選
手
賞
）

原　

出
穂（
3-5 

北陵
）

青
戸
真
実（
3-5 

松一
）

島
根
県
吹
奏
楽
連
盟
表
彰

松
谷
陽
路（
3-1 

出一
）

松
原
ほ
の
か（
3-4 

出三
）

當　

紗
也
香（
3-5 

出一
）

吉
岡
未
海（
3-5 

浜三
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
部
表
彰
和
上
賞

和
田
守
悠
人（
3-4 

斐西
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
部
表
彰
和
上
賞
敢
闘
賞

岡　

依
千
帆（
3-5 

北陵
）

島
根
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
表
彰

木
村
拓
人（
3-5 

平田
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
功
労
賞

三
原
祈
龍（
3-5 

出三
）

皆
勤
賞（
３
ヵ
年
）

田
和　

潤（
3-1 

出一
）・
伊
藤
真
緒（
3-3 

平田
）

矢
野
さ
く
ら（
3-3 

出一
）・
弘
家
旬
朔（
3-4 

向陽
）

山
瑠
羽（
3-4 

斐西
）・
坪
倉
優
子（
3-4 

斐西
）

原　

出
穂（
3-5 

北陵
）・
原
田
佳
林（
3-6 

向陽
）

樋
野
真
衣
子（
3-6 

斐西
）

特
別
教
育
活
動
功
労
賞

（
団
体
賞
）

・
吹
奏
楽
部

・
合
唱
部

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
な
ぎ
な
た
部

（
個
人
賞
）

〈
合
唱
部
〉

伊
藤
美
心（
3-6 

北陵
）

〈
写
真
部
〉

郷
原
澪
哉（
3-4 

出一
）

卒
業
生
受
賞
者
一
覧

学校長式辞

答辞（代表　福田　珠希） 卒業証書授与（代表　篠原　健甫）



第４０３号　（2）

時　

１
月
20
日

〈
３
級
合
格
者
〉

小
川　

穣（
2-1 

出三
）
・
日
下
達
葵（
2-1 

出三
）

高
橋
優
希（
2-1 

平田
）
・
布
野
隆
省（
2-1 

大社
）

伊
原
空
我（
2-2 

出三
）
・
武　
　

凱（
2-2 

霸州
）

小
川
歩
人（
2-2 

湖東
）
・
勝
部　

駿（
2-2 

北陵
）

中
山
智
也（
2-2 

出三
）
・
原　

英
寿（
2-2 

平田
）

福
田
風
馬（
2-2 

出一
）
・
山
本
駿
介（
2-2 

北陵
）

吾
郷
眞
菜（
2-2 

出南
）
・
門
脇
美
羽（
2-2 

北陵
）

佐
藤
瑞
希（
2-2 

平田
）
・
柘
植
未
玖
蘭（
2-2 

河南
）

西
岡
樹
里（
2-2 

出一
）
・
山
根
絵
梨
香（
2-2 

玉湯
）

足
立
圭
佑（
2-3 

向陽
）
・
飯
塚
朝
陽（
2-3 

北陵
）

井
上
友
希（
2-3 

北陵
）
・
勝
部
優
仁（
2-3 

出三
）

川
村
健
斗（
2-3 

江津
）
・
岸
本
都
和（
2-3 

湖陵
）

中
村
昭
紀（
2-3 

湖陵
）
・
本
田
敦
也（
2-3 

出一
）

松
下
弘
樹（
2-3 

出一
）
・
佐
藤
千
佳（
2-3 

平田
）

出
羽
七
海（
2-3 

平田
）
・
永
戸　

楓（
2-3 

出一
）

山
根
千
尋（
2-3 

平田
）
・
吉
川　

颯（
1-2 

出三
）

ご

案

内

音
楽
コ
ー
ス 

ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

本
年
度
も
音
楽
コ
ー
ス
１
・
２
年
生
に
よ
る

ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま

す
。
こ
の
演
奏
会
は
、
生
徒
達
が
１
年
間
の
学

習
成
果
を
披
露
す
る
場
で
す
。
皆
様
の
ご
来
場

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

３
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　

12
時
30
分
開
場　

13
時
開
演

場　

所　

出
雲
北
陵
高
等
学
校

　
　
　
　
　

中
高
棟
内　

北
陵
ホ
ー
ル

第
17
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校
進
級
展

日　

時
：
3
月
23
日（
土
）
9
時
〜
17
時

　
　
　
　

3
月
24
日（
日
）
9
時
〜
16
時

場　

所
：
出
雲
文
化
伝
承
館　

縁
結
び
交
流
館

（
出
雲
市
浜
町
５
２
０
）

入
場
料
：
無
料

多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

時　

３
月
１
日　

於　

本
校
体
育
館

　

卒
業
式
を
翌
日
に
控
え
た
３
月
１
日
に
、
本

年
度
卒
業
生
171
名
の
卒
業
生
会
（
和
風
会
）
入

会
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
卒
業
生
会
の
高
橋
裕
三

副
会
長
か
ら
は
「
卒
業
し
て
も
、
友
と
の
友
情

を
大
切
に
し
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
行

動
し
て
欲
し
い
」
と
力
強
い
お
言
葉
で
卒
業
生

達
を
激
励
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
更
に
卒
業
生
会
の
輪
が
更
に
広
が
っ

て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
。

 

（
卒
業
生
会
事
務
局
：
竹
内
康
貴
）

井
上
美
代
教
諭
が

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
受
賞

　

去
る
２
月
26
日（
火
）、

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

と
し
て
、
井
上
美
代
教
諭

が
表
彰
さ
れ
た
。
こ
の
賞

は
、
全
国
規
模
の
ス
ポ
ー

ツ
競
技
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
等
に

授
与
さ
れ
る
。
今
回
は
第
59
回
都
道
府
県
対
抗

な
ぎ
な
た
大
会
に
お
い
て
、
優
勝
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
こ
の
受
賞
と
な
っ
た
。

第
二
十
一
回  

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
二
十
一
回  

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

時

３
月
11
日

本
校
黎
明
館

時

３
月
11
日

本
校
黎
明
館

　

皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

 

40
名
の
同
級
生
と
、
い
つ
ま
で
も
仲
良

く
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
決
意
と
期
待
を
持

っ
て
、
母
校
の
出
雲
北
陵
中
学
校
に
入
学

し
た
皆
さ
ん
、
知
ら
な
い
同
志
達
と
仲
良

く
な
っ
た
こ
と
が
中
学
で
の
一
番
の
財
産

と
思
い
ま
す
。
縁
で
結
ば
れ
た
同
級
生
と

育
ん
だ
、
か
け
が
え
の
な
い
絆
を
い
つ
ま

で
も
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
２
年
間
で
し
た
が
、
み
ん
な
と
話

し
た
り
、
体
育
の
授
業
を
し
な
が
ら
、
本

当
に
か
わ
い
く
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
男
女
間
も
仲
良
く
、
中
学
生
ら
し

い
素
直
さ
が
素
敵
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
選
択
し
た
高
校
へ
行

っ
て
も
、
自
信
を
持
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
自
信
が
な
い
時
は
、
こ
れ
は
修
行
だ

と
思
っ
て
や
る
こ
と
で
す
。「
万
事
勉
強
」

で
す
。
人
生
に
訪
れ
る
喜
怒
哀
楽
す
べ
て

が
人
を
成
長
さ
せ
る
修
行
な
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
転
ん
で
も
転
ん
で
も
立
ち
上

が
る
こ
と
。
か
っ
こ
つ
け
た
り
天
狗
に
は

決
し
て
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
校
訓
に
あ
る
「
や
さ
し
く
、

つ
よ
い
人
に
な
る
」
が
人
生
テ
ー
マ
と
思

い
ま
す
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１

年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
担
任

を
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
悩
ん
だ

り
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も

前
向
き
に
頑
張
る
姿
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら

１
年
間
や
っ
て
こ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
９
年
間
の
義
務
教
育
が
終
わ

り
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
出
雲

北
陵
中
学
校
で
得
た
か
け
が
え
の
な
い
経

験
を
今
後
の
人
生
で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
の
自
分
を
受
け
入
れ
、

し
っ
か
り
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
に
待
ち
構
え
て
い
る
こ
と
は

さ
ら
に
厳
し
い
世
界
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
つ
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
前
向
き
に
、

自
分
ら
し
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

贈
る
言
葉

三
年
一
組
担
任　

三
島
圭
一
朗

い
つ
ま
で
も
仲
良
く

副
校
長　
　
　
　

高
橋　
　

豊

第
60
回

全
商
情
報
処
理
検
定
合
格
者

卒
業
生
会
入
会
式

卒
業
生
会
入
会
式



（3）　第４０３号

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、「
ふ
る
さ

と
島
根
か
ら
世
界
へ
〜
人
・
自
然
・
文
化

〜
」
と
い
う
主
題
の
も
と
、
各
学
年
が
テ
ー

マ
に
添
っ
て
活
動
し
、
ま
と
め
た
も
の
を
発

表
し
ま
し
た
。

中
学
１
年

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

　

テ
ー
マ
を
「
国
宝
松

江
城
を
中
心
と
し
た
ふ

る
さ
と
島
根
の
歴
史
巡

り
」
と
し
て
、
昨
年
11

月
に
松
江
城
や
そ
の
他

の
史
跡
、
小
泉
八
雲
記

念
館
な
ど
を
訪
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
つ
い

て
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
4
班

に
分
か
れ
、「
ふ
る
さ
と
新
聞
」
を
作
成
し

た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
発
表
し
ま

し
た
。
改
め
て
島
根
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

生
徒
達
は
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
一
層
深
ま

り
ま
し
た
。

中
学
２
年

「
進
路
学
習
」

　

テ
ー
マ
を「
職
場
体
験

学
習
を
通
し
て
」と
設
定

し
、
2
年
生
34
名
は
昨

年
11
月
6
・
7
日
の
二

日
間
、
出
雲
市
内
17
の

事
業
所
に
分
か
れ
職
場

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
社
会
人

と
し
て
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
職
業

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
将
来
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
達
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ

と
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
の
進

路
選
択
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
３
年

「
国
際
理
解
学
習
」

　

テ
ー
マ
を
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

旅
行
を
通
し
て
」
と
設
定
し
、
3
年
生
40
名

は
昨
年
11
月
に
実
施
し
た
語
学
研
修
旅
行
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
研
修

校
が
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
に
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
カ
レ
ッ
ジ
校
に
変
わ
り
、
研
修
内
容
も

一
新
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
事
前
に
調

べ
た
こ
と
、
研
修
校
で
の
授
業
参
加
の
様
子
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
楽
し
く
過
ご
し
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

様
子
な
ど
を
写
真
や

資
料
を
使
っ
て
発
表

す
る
と
と
も
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
披

露
し
た
ダ
ン
ス
も
動

画
で
紹
介
し
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
徒

達
の
姿
が
見
ら
れ
、
い
か
に
有
意
義
な
研
修

で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
生
徒
達
は
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
の
楽
し

さ
や
難
し
さ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

自
分
達
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
人
達
の
優
し
さ
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
の
発
表
も
す
ば
ら
し
く
、
発
表

の
仕
方
も
新
聞
を
作
成
し
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
電
子
黒
板
を
使
っ
た
り
、
大
変
工
夫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
保
護
者
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
良
い
保
護
者
研
修

の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

毎
朝
、「
待
つ
人
の
像
」
と
す
れ
違
い
、

自
分
の
教
室
へ
向
か
い
、
級
友
と
苦
楽
を

と
も
に
し
て
き
た
こ
の
３
年
間
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
？

　

私
自
身
こ
の
３
年
間
を
振
り
返
っ
た

と
き
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉

は
「
あ
り
が
と
う
」
で
し
た
。
挫
け
そ
う

な
時
、
逃
げ
出
し
た
く
な
る
時
、
常
に
私

を
支
え
て
く
れ
た
の
は
皆
さ
ん
の
存
在
で

し
た
。
勉
強
に
部
活
動
、
そ
の
他
に
も
習

い
事
・
・
・
た
だ
で
さ
え
忙
し
い
生
活
を

送
る
中
、
時
に
イ
ヤ
な
思
い
を
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん

な
状
況
で
も
皆
さ
ん
は
逃
げ
る
こ
と
な
く
、

何
事
に
も
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
姿
に
私
自
身
が
勇
気
と
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
私
に
く
れ
た
よ
う
に
、
人
は

誰
か
に
何
か
を
与
え
な
が
ら
生
き
て
い
く

も
の
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
人
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
に
は
「
感
謝
」
を
持
ち
、

与
え
ら
れ
た
分
だ
け
、
ま
た
人
に
与
え
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
き
っ
と

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。
私
も
皆
さ
ん
か
ら
与
え
ら
れ
た
分
、

誰
か
に
何
か
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
幸
せ
で

豊
か
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

時　

2
月
22
日　
　

於　

中
高
棟
ホ
ー
ル

　

去
る
2
月
、
株
式
会
社
プ
ロ
ビ
ズ
モ
の

竹
下
由
紀
子
様
の
協
力
を
得
て
、
２
年
生

技
術
分
野
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
行

っ
た
。

　

前
半
は
Ｉ
Ｔ
の
仕
事
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

Ｉ
Ｔ
業
界
の
将
来
に
つ
い
て
講
話
を
聞
き
、

後
半
で
は
ク
イ
ズ
形
式
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
や
ネ
ッ
ト
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
学
習

し
た
。
生
徒
達
に

は
日
々
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
使
用
も
含

め
、
情
報
社
会
で

正
し
く
生
き
て
行

く
た
め
の
知
識
を

身
に
つ
け
て
欲
し

い
。 ★

卒
業
記
念
品
★

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

本
田
真
央（
中3-2 

稗原
）

島
根
県
中
学
校
体
育
連
盟
会
長
賞

原
田
哲
多（
中3-1 

寺西
）
卓
球
部

岡　

日
輪
乃（
中3-1 

大津
）
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
発
表
会

平
成
30
年
度

時

２
月
２０
日

「
ギ
フ
ト
」

三
年
二
組
担
任　

相
場　

翔
太

中
学
校
卒
業
生
表
彰
者

 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
開
催

 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
開
催

中
学
校
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「
嘘
を
つ
く
人
と
嘘
を
疑
う
人
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
創
作
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ

小
原
遥
夏
（
3-6 

後藤
）

「
や
っ
ぱ
り
パ
ト
リ
ッ
ク
は
い
つ
も
リ
リ

ー
が
出
す
問
題
を
間
違
え
る
。
こ
ん
な
に

一
緒
に
い
る
の
に
パ
ト
リ
ッ
ク
は
ち
っ

と
も
リ
リ
ー
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
な
い

わ
！
」

「
わ
か
っ
て
い
る
さ
」
パ
ト
リ
ッ
ク
は
ム
ッ

と
し
て
言
い
ま
し
た
。

　
「
じ
ゃ
あ
パ
ト
リ
ッ
ク
、
今
度
リ
リ
ー
の

誕
生
日
で
し
ょ
？
そ
の
時
に
リ
リ
ー
が
一

番
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
。
一
番
よ
。
よ
く
考
え
て
」

　

リ
リ
ー
の
誕
生
日
は
三
日
後
で
し
た
。

パ
ト
リ
ッ
ク
は
一
生
懸
命
考
え
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
洋
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
き

れ
い
な
ガ
ラ
ス
細
工
。
珍
し
い
お
花
な
ん

か
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
た
く
さ
ん
考
え

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
ど
れ
も
ピ
ン
と
く
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

リ
リ
ー
の
誕
生
日
が
次
の
日
に
迫
っ
て

い
ま
し
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク
は
隣
の
村
に
行

の
こ
と
を
パ
ト
リ
ッ
ク
だ
と
言
い
ま
し
た
。

「
パ
ト
リ
ッ
ク
な
ん
で
し
ょ
？
」

　

パ
ト
リ
ッ
ク
は
首
を
横
に
振
り
ま
し
た
。

「
パ
ト
リ
ッ
ク
な
ん
で
し
ょ
？
だ
っ
て
、
だ

っ
て
、
パ
ト
リ
ッ
ク
は
リ
リ
ー
の
一
番
欲

し
い
も
の
を
わ
か
っ
て
な
い
。
い
つ
も
違

う
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
」

　

リ
リ
ー
は
パ
ト
リ
ッ
ク
に
駆
け
寄
り
、

彼
の
コ
ー
ト
を
脱
が
せ
ま
し
た
。

「
リ
リ
ー
が
一
番
欲
し
い
の
は
、
あ
な
た

よ
。
パ
ト
リ
ッ
ク
」

　

リ
リ
ー
は
パ
ト
リ
ッ
ク
の
唇
に
キ
ス
を

し
ま
し
た
。

パ
ト
リ
ッ
ク
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。
命
が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
の
悲
し
さ
に
で
は
な

く
、
や
っ
と
リ
リ
ー
に
嘘
を
つ
か
な
く
て

済
む
よ
う
に
な
っ
た
嬉
し
さ
で
泣
い
た
の

で
す
。

　

パ
ト
リ
ッ
ク
は
強
く
リ
リ
ー
を
抱
き
し

め
、黒
い
森
へ
と
消
え
て
行
き
ま
し
た
。
そ

し
て
も
う
二
度
と
姿
を
現
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

作
品
と
研
究

き
た
い
と
思
い
、
黒
い
森
に
入
り
ま
し
た
。

隣
の
村
に
は
黒
い
森
を
越
え
な
い
と
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
パ
ト
リ
ッ
ク

は
迷
い
な
が
ら
も
黒
い
森
の
出
口
を
見
つ

け
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
こ
の
森
を
出
る
こ

と
が
で
き
る
、
そ
う
思
っ
た
時
で
し
た
。

「
時
間
切
れ
だ
、
パ
ト
リ
ッ
ク
。
も
う
日
は

沈
ん
だ
。
お
ま
え
は
も
う
帰
れ
な
い
」

　

黒
い
森
は
日
が
沈
む
前
に
出
な
い
と
帰

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
森
な

の
で
し
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク
は
そ
れ
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
そ
ん
な
…
。
僕
は
リ
リ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
に
…
」

　

パ
ト
リ
ッ
ク
は
絶
望
し
ま
し
た
。
リ
リ

ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
こ
と
は
お
ろ
か
、

も
う
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
せ
め
て
明
日
だ
け
で
も
…
」
パ
ト
リ
ッ
ク

が
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
時
で
す
。

「
仕
方
が
な
い
。
年
に
一
度
、
愛
し
い
子

へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
機
会
を
与
え
よ
う
。

こ
の
マ
ン
ト
を
着
れ
ば
黒
い
森
の
外
に
出

ら
れ
る
ん
だ
。
け
れ
ど
お
気
を
つ
け
よ
パ

ト
リ
ッ
ク
。
彼
女
に
は
本
当
の
姿
を
隠
す

ん
だ
。
も
し
彼
女
に
お
ま
え
だ
と
知
ら
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
お
ま
え
の
命
は
消
え
て

し
ま
う
」

　

パ
ト
リ
ッ
ク
は
マ
ン
ト
を
着
て
隣
の
町

ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
黒
い
森
を
抜

け
て
、
ち
ょ
う
ど
日
が
沈
ん
だ
頃
に
リ
リ

ー
の
家
の
ポ
ス
ト
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
リ
リ
ー
の
一
番
欲
し
い

も
の
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
次
の

年
の
誕
生
日
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

パ
ト
リ
ッ
ク
は
毎
年
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
し
に
行
き
ま
し
た
。

　

あ
る
年
の
こ
と
で
し
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク

は
リ
リ
ー
の
家
の
ポ
ス
ト
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
入
れ
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
家
の
中
か

ら
リ
リ
ー
が
出
て
き
ま
し
た
。
パ
ト
リ
ッ

ク
は
リ
リ
ー
に
会
え
た
と
い
う
嬉
し
さ
と

正
体
が
ば
れ
て
し
ま
う
と
い
う
焦
り
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
ね
え
、
あ
な
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
男

の
子
を
知
ら
な
い
？
」
リ
リ
ー
が
そ
う
言

っ
た
の
で
パ
ト
リ
ッ
ク
は
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。

「
知
ら
な
い
よ
」
パ
ト
リ
ッ
ク
は
初
め
て
リ

リ
ー
に
嘘
を
つ
き
ま
し
た
。

「
本
当
に
？
あ
な
た
何
だ
か
パ
ト
リ
ッ
ク

に
似
て
い
る
か
ら
知
っ
て
い
る
と
思
っ
た

ん
だ
け
ど
。
本
当
に
知
ら
な
い
？
」
リ
リ

ー
は
そ
う
言
っ
て
何
度
も
パ
ト
リ
ッ
ク
を

疑
い
ま
し
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク
は
必
死
に
嘘

を
言
っ
て
リ
リ
ー
を
諦
め
さ
せ
ま
し
た
。

　

次
の
年
も
パ
ト
リ
ッ
ク
は
リ
リ
ー
に
聞

か
れ
ま
し
た
。

「
パ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
男
の
子
を
知
ら
な

い
？
」

　

パ
ト
リ
ッ
ク
は
毎
年
毎
年
リ
リ
ー
に
嘘

を
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
度
に
リ
リ
ー
は
パ

ト
リ
ッ
ク
を
疑
い
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
リ

リ
ー
と
会
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え

た
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
こ
の
年
、
真
夜
中
に

出
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
れ

ば
リ
リ
ー
に
見
つ
か
ら
ず
に
済
む
と
思
っ

た
の
で
す
。
こ
の
年
は
、
花
の
香
り
の
香

水
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
選
び
ま
し
た
。
ポ
ス

ト
に
入
れ
、
帰
ろ
う
と
し
た
時
で
す
。
ガ

チ
ャ
っ
と
ド
ア
が
開
き
、
パ
ジ
ャ
マ
姿
の

リ
リ
ー
が
出
て
き
ま
し
た
。

「
パ
ト
リ
ッ
ク
！
」

　

リ
リ
ー
は
パ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
男
の
子

を
知
ら
な
い
か
と
は
聞
か
ず
に
、
も
う
彼

今月の
 1枚
「
四
季
を
切
り
取
る
」（
切
り
絵
）

宮
廻　

一
葉

（中３-2）高松

　
と
あ
る
村
に
、
パ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
男

の
子
と
リ
リ
ー
と
い
う
女
の
子
が
い
ま
し

た
。
と
て
も
仲
良
し
の
二
人
は
い
つ
も
一

緒
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク
は

い
つ
も
、
リ
リ
ー
の
し
た
い
こ
と
や
欲
し

い
も
の
を
当
て
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。


